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番号 質問者 主な質問項目

１．道の駅について

　　　道の駅に併設予定の遊具公園の取り組みについて。

２．少子化対策について

　　　不妊治療において、保険の適用を受けられる治療と併用できる「先進医療」への助成を

　　　行う取り組みについて。

３．帯状疱疹ワクチン接種に対する助成について

　　　加齢とともに発症のリスクが高まり、中高年に多いとされている、帯状疱疹の予防への

　　　ワクチン接種に対して助成を行う取り組みについて。

１．豪雪災害について

　　　被害総額、被災農家。

　　　町の復旧施策は。

　　　寄附額、寄附総数。

２．学校給食と農政

　　　国の農業政策のあり方。

　　　学校給食への地場産品使用。

　　　持続可能な農業や有機農業について。

　　　町の農業に対する戦略は。

３．加齢性難聴者への補聴器購入補助を

　　　今ある補聴器への補助制度は。

　　　加齢性難聴者の実態は。

　　　町独自の補助制度を。

４．その他

　　　行政報告について。

１．コロナ感染拡大防止について

　　　第５類への変更に伴う対応の変化について。

２．新産廃施設建設の進捗状況について

　　　本体工事着工に向けた動向。

３．介護計画アンケート調査について

　　　アンケート調査の目的・実施形態など。

４．行政報告について

　　　各課の事業報告や計画など。

１．令和５年度当初予算について

　　　令和５年度当初予算の特徴は。

　　　新規の事業は。

２．みんなで福祉の町づくり計画について

　　　みんなで福祉の町づくり計画を振り返っての思いは。

　　　（達成度合いと成果）

　　　第４次みんなで福祉の町づくり計画の策定について。

　　　（地域福祉現状の課題について）

　　　（策定の方法とスケジュール）

３．佐川町の観光について

　　　地元にお金の落ちる仕組みづくりは。

　　　「らんまん」後に続いて佐川町の観光に来てもらう方策は。
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１．人口減少と１次産業について

　　　ピーク時の人口の３分の１の町内でも１次産業離れが懸念されるが佐川町は今後どの様に

　　　取り組むのか。

２．不動産登記義務化について

　　　登記義務化が来年より施行されるなか、町内の所有者不明などの管理を把握しているか。

３．町独自の産業化推進事業について

　　　１次産業の生産した原料で産業化推進事業の取り組みについて。

１．新年度予算の方針と具体的な考え方について

　　　国の財政状況が厳しい中で、今後の地方財政にも影響が心配される。佐川町の将来を

　　　見据えた財政計画が重要である。そこで新年度予算方針と今後の具体的な考え方に

　　　ついて問う。

２．現状況下における農業支援策と雪害対応について

　　　資材費の高騰に伴う農業支援の状況と、昨年12月の雪害全般の対応策について問う。

３．令和５年５月以降の新型コロナ対応について

　　　本年５月より新型コロナウイルス対応が、２類から５類へと下方修正される。インフルエンザと

　　　同様の扱いとなるが、医療や介護体制が心配される。佐川町の考え方について問う。

１．Ｒ４年12月の雪害について

　　　①佐川町の被害について

　　　・現状把握している被害状況は。

　　　（人的被害、農作物被害、建物被害など）

　　　・被害に対する対応策は。

　　　②災害時の対応について

　　　・雪害時、佐川町はどう対応したのか。

　　　・今回の災害対応で見つかった課題などはあるか。

　　　③防災対策について

　　　・南海トラフ地震を想定した、佐川町の被害想定について。

　　　・駐車場を利用した車中泊避難所について。

１．ＳＮＳやスマホによる悪影響について

　　　・現在の社会において、ＳＮＳ等のトラブルが多い個人情報流出、誹謗中傷、いじめ、詐欺

　　　　脅迫行為など事例があるか。

　　　・ネット犯罪に巻き込まれないような工夫や方法対策はあるか。

　　　・問題が発生した場合、どのように対処されるのか。

　　　・子供たちにとってスマホの使い方、学業面に対する影響について。

２．部活地域移行について

　　　・部活のあり方そのものをどのような位置づけと考えているか。

　　　・顧問の先生たちは、これによってどのようになるのか。

　　　（終業時間、部活のあり方など）

３．昨今の国際情勢を鑑みて自治体として行うべき事を考えているか

　　　・北朝鮮の核ミサイル発射に対する国民保護計画の在り方（全国瞬時警報システム

　　　　（Ｊアラート））避難場所、首都機能が麻痺することによる影響

　　　・国民の教育に日本のすばらしさを入れるべき

１．自治体ＤＸについて

　　　・マイナンバーカードの登録率と活用の状況は。

　　　・Ｒ４年度の達成地点とＲ５年度の達成目標は。
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２．佐川地区へ集落活動センターを設置を

　　　・あったかふれあいセンター利用者数が増加している、集落活動センター整備の予定は

　　　　あるか。

　　　・集落活動センターは商業施設・観光施設・文化施設との共存も考えられる。縦割りの柵を

　　　　超えた横の連携とその検討を。

３．新文化拠点について

　　　・資材高騰の影響が肝心の中身（ソフト面）の整備計画に影響していないか。

４．朝ドラ放映への対応状況は

　　　・県や他の自治体との連携状況は。

　　　・道の駅開業との連携の準備状況は。

５．佐川町立桜座について

　　　・Ｗｉ－Ｆｉ設置の状況は。

　　　・開館25周年のイベント開催や、館の活用予定について。

６．自然災害への対応について

　　　・豪雪災害時の職員の出勤可否の割合は。

　　　・雪害の大きかった農家への対応について。

　　　・県や国への支援や補助の要望について。
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